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１ はじめに 

近年、障害者就労支援において ICTが効果的に活用され

ることが期待されており、その重要性も高まっている。一

方で、支援者不足や支援者の業務負担の多さや教育現場と

のデータ連携について、課題となっている。そこで、ICT
を用いて日々の行動記録を蓄積・即時的・密に情報共有し、

当事者と支援者を支援する、協働型 ICT支援システム「ぴ

こっと」について紹介を行う。さらに就労支援施設におけ

る実証実験の事例について紹介する。 

 

２ 背景と目的 

就労支援事業において個人特性に応じた支援、対応の充

実が求められている。特に発達障害児/者の利用が増加して

おり、AD/HD（注意欠如/多動性障害）、自閉スペクトラム

症、LD（学習障害）などの発達障害をかかえ、特別なニー

ズを有する方への特性に応じた支援が必要であるが、発達

障害の自己認知のしにくさ等、個人特性に応じた対応の難

しさがあり、個別教育支援計画の作成が重要となっている。 

個別教育支援計画は、本人の意向、適正、障害の特性そ

の他の事情を踏まえ、事業所が取り組む事柄や目標及び、

手立てなどを明記するものであり、就労に向けたプロセス

を記録し、本人と支援者間での考えをすりあわせ共有を図

ると共に、対外的な説明責任を果たすためにも必要である。

しかし、就労支援施設において職員の多忙などにより、個

別教育支援計画を作成しても、その活用場面が明示されて

いないと有効感・有用感が不足するため、個別教育支援計

画の作成自体が負担となり、その結果、支援目標の活用が

難しくなることも多い。そこで、本研究では、就労支援施

設において、ICT システム「ぴこっと」を用いて、個別教

育支援計画の支援目標を支援者と当事者で共有し、システ

ム上で日々のチェック・情報共有を行い、即時的に日々の

情報を当事者と支援者で共有・蓄積することで、個別教育

支援計画を有効活用し、さらに支援者当事者間の連携を密

に効果的にすることを目的とし、就労支援施設「ナチュラ

ル」において実証実験を行った。本発表では、この当事者

と支援者を支援するシステム「ぴこっと」の紹介と、実証

実験の結果を報告する。 

 

３ 当事者と支援者を支援する ICTシステム 

(1) システム開発の経緯 

私達は上記の問題解決のために、個々に多様な障害につ

いて、どのような配慮が必要で、どのような支援があると

良いのか分からない児童生徒に対し、個別に提案し、状況

に合わせた支援を選択できれば、効果的な支援の実現が可

能となると考えた。その対応の一環として、発達障害児/者

の個人特性に応じた支援が行えるシステム「ぴこっと」の

開発を行い、個人の特性に適した支援教材や支援の環境を

マッチングできるサービスの提案を行っている。具体的に

は、以下６点の観点において、保護者・教育・心理・医療・

福祉・企業と連携して開発を進めてきた。 

① 学校・家庭・民官の専門機関を連携した ICT 協働

プラットフォームの構築 

② IoT 技術を用いた学校・家庭内の行動把握のため

のデータ収集の仕組みの開発・実装 

③ 脳波等生体情報を用いた認知特性の解明と BMI
教材の開発 

④ 行動データ、認知特性の分析による個人の特性に

適した支援教材の導出 

⑤ 人間の生活や障害環境を表す国際的なICFコード

を用いたシステムの連結によるニーズと支援のマ

ッチング 

⑥ 個人特性に適した個別教育支援計画と支援の提案 

これらにより、ビッグデータから状態を分析、支援プラ

ンを導出、ニーズと支援のマッチングを行い、即時的には

現状の問題解決や支援につなげることが可能となる。また

長期的には幼少期からの密な支援の継続をサポートするこ

とで、発達障害児/者への就労率向上に貢献するシステム構

築を目指す。本稿では、現在、福井県内を中心に実証実験

を進めている内容について紹介を行う。 

(2) システム概要 

「ぴこっと」は学校と家庭と専門機関をつなぐ発達障害

支援の情報基盤である。学校と家庭内での行動データを時

系列で蓄積し、行動履歴データの解析を行うことで、個人

の行動の特徴を把握する。システム概要を図１に示す。 
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           図１ システム概要図 

 

図２のように学校や施設、家庭で個別に行動チェックリ

ストを作成し、その項目を基に本人の日々の様子について

本人や支援者が５段階評価等によるチェック、コメントを

入力する。これらのチェック項目の集計結果（評価値）と

コメント文はデータベースに蓄積でき、履歴として参照可

能である。これにより行動の定量化を行うとともに、支援

者間の協働型の支援を可能とすることで、共通理解を促す

等、直接的な支援が実現できる。さらに本システムにより、

保護者と学校、就労施設、専門機関との密な連携が可能と

なるだけでなく、本人のライフログを時系列で管理できる

ため、支援機関が変わるとき、支援者の交替、複数支援者

での支援時に共通理解や継続支援を行う事が可能になる。 

 

 

図２ 日々のチェック画面例 

 

チェックリストは、支援者と本人の双方に５～10項目決

定するが、困り感や、チェックの必要な事項に対して定量

評価ができるような具体的な事象を用いる。主に個別教育

支援計画の目標となる項目を設定するが、他にも、例えば、

薬の副作用が知りたいときは「昼食を全部食べた」「ぼーっ

としていた」等の数値化し易いものを用いる。これらのチ

ェック項目にはそれぞれの項目に該当する ICF コードを

紐づけデータベースで管理している。各種支援サービスと

ICFコードを紐づけてデータベースに情報を蓄積すること

により、チェック項目の評価値が定量分析でき、支援サー

ビスをシステム上で自動的に提案する機能も提供する。 

４  就労支援施設ナチュラルにおける実証実験 

ケーススタディとして、2023年３月から行っている就労

支援施設ナチュラルでの実証実験について紹介する。実験

協力者の４名と、支援者２名の計６名がシステムを利用し、

利用後３か月後にヒアリング調査を行った。 

下記にヒアリングの結果（自由回答）を示す。 

・チェックリストによりモチベーションが高まった 

・薬を忘れず飲むようになった（飲み忘れが減った） 

・自分の不得手を改めて振返る事ができるようになった 

・スマホなのでいつでも入力できる 

・体調管理がし易い 

・体調の変化に気づき易い 

・スケジュール機能があると良い 

・病院や訪問看護師、相談員とも連携できると良い 

・入力が容易にできると良い 

ヒアリング結果より、良い点として、チェックリストの

存在によりタスクを忘れずに実行できるモチベーションが

高まったこと、薬の飲み忘れが減り薬の管理が向上したこ

と、自分の悪い点を再確認できるようになり、自己改善に

繋がったこと等、生活や就労につながる直接的な効果が見

られた。本人が体調管理や日常の生活改善などを行うこと

により当事者が自身で働きやすい環境調整を行うことに繋

がるものと考えられる。また、スマートフォンでいつでも

入力が可能であることを、便利だと感じている。 

一方でインタフェース改善や、スケジュール機能追加、

病院他の連携範囲を広げたい等の機能強化の要望があった。 

 

５ 今後の展開 

ヒアリング調査等から、相談員や自治体など、より支援

者同士や支援機関とのコミュニケーションを促進し、相互

の情報共有や助け合いが行えるようにしていきたい。この

ことにより、本人の状態像把握のために行う支援者の記録

業務等、重複業務が削減されるだけでなく、支援者が適切

なサポートを受けられる事で、支援の質を向上し、長期的

な支援体制の維持が可能となると考える。 
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